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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 【 請 求 項 １ 】 　 流 体 中 に 音 波 を 送 信 ま た は 受 信 す る 送 受 信 器 と 、 前 記 送 受 信 器 間 の 送 受
信 を 複 数 回 行 う 繰 り 返 し 手 段 と 、 前 記 繰 り 返 し 手 段 に よ り 計 測 さ れ た 音 波 伝 搬 時 間 を 計 測
す る 計 時 手 段 と 記 計 時 手 段 の そ れ ぞ れ の 値 を 積 算 し た 値 か ら 流 量 を 算 出 す る 流 量 演 算
手 段 と 、 を す る 計 測 モ ー ド 監 視 手 段

流 量 計 測 制 御 装 置 。
　 【 請 求 項 ２ 】 　

計 測 モ ー ド
監 視 手 段 は 、 計 測 回 数 設 定 手 段 の 作 動 時 間 を 積 算 す る 請 求 項 １ 記 載 の
流 量 計 測 制 御 装 置 。
　 【 請 求 項 ３ 】 　 計 測 モ ー ド 監 視 手 段 の 出 力 を 通 信 手 段 に よ っ て 報 知 す る 請 求 項 １

記 載 の 流 量 計 測 制 御 装 置 。
　 【 請 求 項 ４ 】 　 計 測 モ ー ド 監 視 手 段 の 出 力 を 液 晶 表 示 器 に 表 示 す る 請 求 項 １ 記
載 の 流 量 計 測 制 御 装 置 。
　 【 請 求 項 ５ 】 　 計 測 モ ー ド 監 視 手 段 の 出 力 を 不 揮 発 性 メ モ リ 素 子 へ 記 録 す る 請 求 項 １

記 載 の 流 量 計 測 制 御 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
　 　 　 【 ０ ０ ０ １ 】
　 【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
　 本 発 明 は 、 ガ ス な ど の 瞬 時 流 量 を 積 算 計 量 し て な る 流 量 計 測 制 御 装 置 に 関 す る も の で あ
る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ２ 】
　 【 従 来 の 技 術 】
　 従 来 の こ の 種 の 瞬 時 流 量 を 計 測 積 算 し て な る 流 量 計 測 制 御 装 置 は 、 図 ５ に 示 す よ う に 、
流 体 管 路 １ の 一 部 に 超 音 波 送 受 信 器 ２ ａ 、 ２ ｂ を 備 え 、 計 測 開 始 手 段 ３ の 信 号 に よ っ て 流
量 計 測 を 開 始 し 、 超 音 波 送 受 信 器 ２ ａ か ら ２ ｂ ま で の 伝 搬 時 間 を 計 時 手 段 ４ で 計 測 す る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 、 デ ジ タ ル 式 で は 間 欠 的 な サ ン プ リ ン グ な の で 、 圧 力 脈 動 が あ っ た 場 合 、 計 測 タ イ

、 前
前 記 流 体 の 圧 力 脈 動 の 発 生 監 視 と 、 前 記 計 測 モ ー ド 監

視 手 段 の 出 力 を 記 憶 す る 手 段 を 設 け た
繰 り 返 し 回 数 設 定 手 段 で 設 定 さ れ た 計 測 回 数 を １ つ の 計 測 数 と し て 圧 力

脈 動 時 に 何 回 計 測 サ ン プ リ ン グ を 行 う か を 設 定 す る 計 測 回 数 設 定 手 段 を 備 え 、
前 記 ま た は 駆 動 回 数

ま た は
２

ま た は ２

ま
た は ２



ミ ン グ に よ っ て 流 量 測 定 値 に バ ラ ツ キ が 生 じ る た め 正 確 な 流 量 を 求 め る た め に 、 計 測 間 隔
を 短 く し て 測 定 回 数 を 増 や し 、 計 測 時 間 を 長 く し て 測 定 値 を 平 均 化 す る 計 測 モ ー ド を 併 用
し て い る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ４ 】
　 【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
　 し か し な が ら 従 来 の 流 量 計 測 制 御 装 置 で は 、 次 の よ う な 課 題 が あ っ た 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ５ 】
　 す な わ ち デ ジ タ ル 式 で は 間 欠 的 な サ ン プ リ ン グ な の で 、 圧 力 変 動 が あ っ た 場 合 、 正 確 な
流 量 を 求 め る に は 測 定 回 数 を 増 や し て 測 定 値 を 平 均 化 す る 必 要 が あ る た め 計 測 間 隔 を 短 く
し て 計 測 時 間 を 長 く す る 必 要 が あ っ た 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の た め 、 異 常 使 用 時 の 遮 断 な ど の 保 安 機 能 を 兼 ね た 電 池 駆 動 式 の ガ ス メ ー タ ー で は 常
時 圧 力 脈 動 に 対 す る 計 測 を 行 な っ て い て は 大 き な 電 池 容 量 を 必 要 と し 、 検 定 満 期 （ １ ０ 年
） と 圧 力 脈 動 の 発 生 頻 度 を 考 慮 す る と ガ ス メ ー タ ー 構 成 上 、 経 済 コ ス ト 面 が 課 題 と な っ て
い た 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ７ 】
　 【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
　 本 発 明 は 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 流 体 中 に 音 波 を 送 信 ま た は 受 信 す る 送 受 信 器 と 、
前 記 送 受 信 器 間 の 送 受 信 を 複 数 回 行 う 繰 り 返 し 手 段 と 、 前 記 繰 り 返 し 手 段 に よ り 計 測 さ れ
た 音 波 伝 搬 時 間 を 計 測 す る 計 時 手 段 と 記 計 時 手 段 の そ れ ぞ れ の 値 を 積 算 し た 値 か ら 流
量 を 算 出 す る 流 量 演 算 手 段 と 、 を す る 計 測 モ ー ド 監 視 手 段

も の で あ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ れ に よ っ て 、 計 測 回 数 設 定 手 段 の 作 動 状 況 か ら 圧 力 変 動 の 発 生 状 況 が 監 視 で き る た め
、 電 池 の 消 費 状 態 と メ ー タ ー 管 理 を 迅 速 に 行 う こ と が で き る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ９ 】
　 【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
　 の 発 明 は 、 流 体 中 に 音 波 を 送 信 ま た は 受 信 す る 送 受 信 器 と 、 前 記 送 受 信 器 間 の 送 受
信 を 複 数 回 行 う 繰 り 返 し 手 段 と 、 前 記 繰 り 返 し 手 段 に よ り 計 測 さ れ た 音 波 伝 搬 時 間 を 計 測
す る 計 時 手 段 と 記 計 時 手 段 の そ れ ぞ れ の 値 を 積 算 し た 値 か ら 流 量 を 算 出 す る 流 量 演 算
手 段 と 、 を す る 計 測 モ ー ド 監 視 手 段

こ と に よ り 、 圧 力 脈 動 の 発 生 頻 度 を 把 握 す る こ と が
で き る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ０ 】
　 の 発 明 は 、 計 測 回 数 設 定 手 段 の 作 動 時 間 を 管 理 す る こ と に よ り 、 圧 力 脈 動 の 発 生 時
間 を 把 握 す る こ と が で き る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ １ 】
　 の 発 明 は 、 計 測 モ ー ド 監 視 手 段 の 出 力 を 通 信 手 段 に よ っ て 報 知 す る こ と に よ り 、 集
中 監 視 セ ン タ ー で 圧 力 脈 動 発 生 エ リ ア の 情 報 や 発 生 時 間 を 把 握 す る こ と が で き る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ２ 】
　 の 発 明 は 、 計 測 モ ー ド 監 視 手 段 の 出 力 を メ ー タ ー 指 針 値 表 示 器 に 表 示 す る こ と に よ
り 検 針 員 が 確 認 す る こ と が で き る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ３ 】
　 の 発 明 は 、 計 測 モ ー ド 監 視 手 段 の 出 力 を 不 揮 発 性 メ モ リ 素 子 へ 履 歴 を 記 録 す る こ と
に よ り 、 電 池 容 量 の 消 費 原 因 情 報 と し て メ ー タ ー 管 理 を 行 う こ と が で き る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ４ 】
　 【 実 施 例 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 例 に つ い て 図 面 を 用 い て 説 明 す る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ５ 】
　 （ 実 施 例 １ ）
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　 以 下 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 例 を 図 面 に も と づ い て 説 明 す る 。 図 １ に お い て 、 流 体 管 路 ５
の 途 中 に 超 音 波 を 発 信 す る 第 １ 送 受 信 器 ６ ａ と 受 信 す る 第 ２ 送 受 信 器 ６ ｂ が 流 れ 方 向 に 配
置 さ れ て い る 。 ７ は 第 １ 送 受 信 器 ６ ａ へ の 発 信 回 路 、 ８ は 第 ２ 送 受 信 器 ６ ｂ で 受 信 し た 信
号 の 増 幅 回 路 で 、 こ の 増 幅 さ れ た 信 号 は 基 準 信 号 と 比 較 回 路 ９ で 比 較 さ れ 、 基 準 信 号 以 上
の 信 号 が 検 出 さ れ た と き 繰 り 返 し 回 数 設 定 手 段 １ ０ で 設 定 さ れ た 回 数 を 繰 り 返 し 手 段 １ １
で 遅 延 回 路 １ ２ で 信 号 を 遅 延 さ せ た 後 、 ト リ ガ 回 路 １ ３ で 超 音 波 信 号 を 繰 り 返 し 発 信 す る
。 繰 り 返 し 回 数 設 定 手 段 １ ０ で 設 定 さ れ た 回 数 が 繰 り 返 さ れ た と き の 時 間 を 計 時 用 ク ロ ッ
ク の パ ル ス を カ ウ ン ト す る 計 時 手 段 １ ４ で 求 め 、 マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ １ ９ に 内 蔵 さ れ て
い る 記 憶 手 段 １ ５ に 値 を 記 憶 さ せ る 。 こ の よ う に し て 第 １ 送 受 信 器 ６ ａ か ら 第 ２ 送 受 信 器
６ ｂ へ す な わ ち 上 流 か ら 下 流 （ 以 下 、 上 流 送 信 と い う ） へ 超 音 波 を 送 信 す る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ６ 】
　 次 に 切 換 手 段 １ ６ で 第 １ 送 受 信 器 ６ ａ と 第 ２ 送 受 信 器 ６ ｂ の 発 信 受 信 を 切 り 換 え て 、 第
２ 送 受 信 器 ６ ｂ か ら 第 １ 送 受 信 器 ６ ａ へ 、 す な わ ち 下 流 か ら 上 流 （ 以 下 、 下 流 送 信 と い う
） に 向 か っ て 超 音 波 信 号 を 発 信 し 、 こ の 発 信 を 前 述 の よ う に 繰 り 返 し 、 そ の 時 間 を 計 時 す
る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ７ 】
　 そ し て そ の 時 間 差 か ら 管 路 の 大 き さ や 流 れ の 状 態 を 考 慮 し て マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ １ ９
の 流 量 演 算 手 段 １ ７ で 流 量 値 を 求 め る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ８ 】
　 １ ８ は 計 測 回 数 設 定 手 段 で 、 繰 り 返 し 回 数 設 定 手 段 １ ０ で 設 定 さ れ た 計 測 回 数 を １ つ の
計 測 数 と し て 何 回 計 測 サ ン プ リ ン グ を 行 う か を 設 定 す る も の で 、 計 測 気 体 に 圧 力 脈 動 が あ
る 場 合 に こ の 計 測 を 実 施 す る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ２ は 圧 力 脈 動 が あ る 場 合 の 計 測 サ ン プ リ ン グ の 状 態 を 示 し た も の で 、 時 間 Ｔ １ の 間 は
、 前 述 の 上 流 送 信 を 繰 り 返 し 回 数 ６ 回 で 行 い そ の 伝 搬 時 間 は 計 時 手 段 １ ４ で カ ウ ン ト さ れ
記 憶 手 段 １ ５ に そ の 伝 搬 時 間 ｔ １ を 記 憶 す る 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ ０ 】
　 次 に 送 受 信 器 ６ ａ ・ ６ ｂ を 切 り 換 え て 時 間 Ｔ ２ の 間 、 下 流 送 信 を ６ 回 行 な い そ の 伝 搬 時
間 ｔ ２ が 記 憶 さ れ る 。 さ ら に 所 定 時 間 ｔ ｂ 経 過 後 、 時 間 Ｔ ３ の 間 に 上 流 送 信 、 時 間 Ｔ ４ の
間 に 下 流 送 信 が 行 わ れ て 、 伝 搬 時 間 ｔ ３ と ｔ ４ が そ れ ぞ れ 記 憶 さ れ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の よ う に 間 欠 的 に 上 流 送 信 と 下 流 送 信 が 一 対 で 行 わ れ 、 本 実 施 例 で は 各 Ｔ ４ ０ 回 の 計
測 を 行 な う 。 そ の 時 の 伝 搬 時 間 は 記 憶 手 段 １ ５ に 蓄 え ら れ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ ２ 】
　 そ し て 記 憶 手 段 １ ５ の デ ー タ は 流 量 演 算 手 段 １ ７ で 演 算 し 流 量 を 算 出 す る 。 こ の 演 算 は
例 え ば 、 上 流 送 信 の 総 和 を 求 め 、 繰 り 返 し 回 数 の 総 和 か ら １ 回 あ た り の 伝 搬 時 間 の 平 均 値
を 算 出 し 、 同 様 に 下 流 送 信 の １ 回 あ た り 伝 搬 時 間 の 平 均 値 を 算 出 し 、 そ れ ぞ れ の 伝 搬 時 間
の 時 間 差 、 ま た は 時 間 の 逆 数 の 差 か ら 算 出 す る 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ３ 、 図 ４ は そ れ ぞ れ の 計 測 モ ー ド を 図 示 し た も の で 、 横 軸 に 時 間 、 立 軸 に 流 量 を 表 す
。 通 常 は 図 ３ に 示 す よ う に 計 測 周 期 Ｔ Ｓ 時 間 で 上 記 で 説 明 し た 上 流 送 信 と 下 流 送 信 を 所 定
の 回 数 実 施 し て 流 量 計 測 を 行 な い 。 計 測 管 路 １ で 圧 力 脈 動 が 発 生 し た 時 は 図 ４ に 示 す 計 測
を 行 な う 。 す な わ ち 図 ２ で 説 明 し た 計 測 モ ー ド の 流 量 計 測 を 実 行 す る 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ れ ら の 計 測 モ ー ド 選 択 は 、 マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ １ ９ の 計 測 モ ー ド 選 択 部 ２ ０ で 、 例
え ば 、 流 量 演 算 手 段 １ ７ の 演 算 結 果 か ら 変 動 値 を 判 定 す る 。 も し く は 圧 力 セ ン サ を 使 用 す
る な ど の 方 法 で 行 な う 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ ５ 】
　 計 測 モ ー ド 監 視 手 段 ２ １ は 、 計 測 回 数 設 定 手 段 １ ８ を 駆 動 し た 回 数 を カ ウ ン ト す る か 、
継 続 時 間 を 測 る こ と に よ り 圧 力 脈 動 の 発 生 を 管 理 す る 。 計 測 モ ー ド 監 視 手 段 ２ １ の 出 力 は
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、 ２ ２ の 指 針 値 表 示 器 で あ る Ｌ Ｃ Ｄ に 時 間 か 回 数 を 表 示 す る こ と も で き る 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 ガ ス メ ー タ ー に は 遠 隔 検 針 を 行 な う 通 信 手 段 ２ ３ が 搭 載 さ れ て お り 、 こ の 通 信 手
段 に よ っ て 管 理 セ ン タ ー へ 通 報 す る こ と も で き る 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ ７ 】
　 そ し て 、 マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ １ ９ の 外 部 に 設 け た 不 揮 発 メ モ リ ２ ４ に 前 記 計 測 モ ー ド
監 視 手 段 ２ １ の 出 力 を 記 憶 さ せ て お く こ と に よ り 、 電 池 容 量 の 消 耗 に よ り マ イ ク ロ コ ン ピ
ュ ー タ １ ９ が 停 止 し た 場 合 で も 計 測 モ ー ド の 履 歴 を 確 認 す る こ と が で き る 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ ８ 】
　 以 上 の 説 明 か ら 明 ら か な よ う に 本 実 施 例 の 流 量 計 測 制 御 装 置 に よ れ ば 次 の 効 果 が 得 ら れ
る 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ ９ 】
　 （ １ ） 小 さ な 繰 り 返 し 回 数 に よ る 計 測 を 複 数 回 計 測 す る こ と に よ っ て 、 圧 力 脈 動 流 に 対
し て 正 確 な 流 量 計 測 を 行 う こ と が で き 、 計 測 モ ー ド を 監 視 す る こ と に よ っ て 圧 力 脈 動 発 生
状 況 を 管 理 す る こ と が で き る 。
　 　 　 【 ０ ０ ３ ０ 】
　 （ ２ ） 計 測 モ ー ド を 監 視 す る こ と に よ り 、 圧 力 脈 動 の 発 生 頻 度 が 少 な い 圧 力 脈 動 流 計 測
モ ー ド を 全 て 想 定 す る 大 き な 電 池 容 量 を 搭 載 す る 必 要 が な く 、 発 生 頻 度 を 監 視 す る こ と で
経 済 コ ス ト メ リ ッ ト の ガ ス メ ー タ ー を 提 供 す る こ と が で き る 。
　 　 　 【 ０ ０ ３ １ 】
　 【 発 明 の 効 果 】
　 以 上 よ り 、 本 発 明 は 、 流 体 状 況 を 正 確 把 握 で き
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
　 【 図 １ 】
　 本 発 明 の 実 施 例 １ の 流 量 計 測 制 御 装 置 の ブ ロ ッ ク 図
　 【 図 ２ 】
　 同 装 置 の 圧 力 脈 動 流 計 測 波 形 図
　 【 図 ３ 】
　 同 装 置 の 通 常 流 量 計 測 シ ー ケ ン ス 図
　 【 図 ４ 】
　 同 装 置 の 圧 力 脈 動 計 測 シ ー ケ ン ス 図
　 【 図 ５ 】
　 従 来 の 流 量 計 測 装 置 の ブ ロ ッ ク 図
　 【 符 号 の 説 明 】
　 ５ 　 流 体 管 路
　 ６ ａ 、 ６ ｂ 　 送 受 信 器
　 １ ０ 　 繰 り 返 し 回 数 設 定 手 段
　 １ １ 　 繰 り 返 し 手 段
　 １ ４ 　 計 時 手 段
　 １ ７ 　 流 量 演 算 手 段
　 １ ８ 　 計 測 回 数 設 定 手 段
　 １ ９ 　 マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ
　 ２ １ 　 計 測 モ ー ド 監 視 手 段
　 ２ ２ 　 液 晶 表 示 器
　 ２ ３ 　 通 信 手 段
　 ２ ４ 　 外 部 メ モ リ
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